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石
田
地
区
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？ 

 

今
か
ら
お
よ
そ
七
百
年
前
（
鎌
倉
時

代
末
期
）
に
、
暴
れ
川
で
有
名
な
黒
部

川
の
大
氾
濫
に
襲
わ
れ
、
あ
た
り
の
田

畑
が
大
小
の
石
で
み
ん
な
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
後
こ
の
地
区
を

「
石
田
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
石
田
地
区
に
は
「
立
山
神

社
」
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
す
。
海
か

ら
ほ
ん
の
数
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に

な
ぜ
「
立
山
」
の
名
前
を
も
つ
神
社
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
立
山
を

開
山
し
た
（
飛
鳥
時
代
）
と
い
わ
れ
る

佐
伯
有
頼
が
住
ん
で
い
た
の
が
石
田
地

区
で
あ
り
、
立
山
開
山
の
「
白
鷹
伝

説
」
発
祥
の
地
が
こ
の
石
田
地
区
な
の

で
す
。 

先
人
た
ち
は
、
大
洪
水
と
い
う
苦
難

に
も
果
敢
に
立
ち
向
か
い
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
田
畑
の
石
を
一
つ
一
つ
取
り

除
く
こ
と
で
、
ふ
た
た
び
実
り
の
多
い

田
畑
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

歴
史
に
支
え
ら
れ
、
今
な
お
強
い
団
結

力
を
維
持
し
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
の

石
田
地
区
で
す
。 

石
田
小
学
校
の
歴
史
は
長
い
！ 

 

石
田
小
学
校
は
、
明
治
五
年
の
学
制
発
布
よ
り
数
か
月
早
く
個
人
宅
に
て
設
立
さ
れ

た
、
黒
部
市
で
最
初
の
小
学
校
で
す
（
学
校
沿
革
史
よ
り
）
。
明
治
六
年
に
は
文
焉
（
ぶ

ん
え
ん
）
小
学
校
と
改
称
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年
に
石
田
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
現
在
の

地
に
新
校
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
に
は
創
立
百
四
十
八
年
目
を
迎
え
た
、
歴
史
あ
る
小
学
校
で
す
。 

石田浜海水浴場 

浜といえば“砂浜”が多いのに対し、石

田浜は黒部川の急流によって運ばれてき

た石が浜辺を埋め尽くす“石浜”で、富

山県でも東部の海岸でしか見られないそ

うです。 

石田フィッシャリーナ 

石田の海は良質な漁場でもありま

す。多くのレジャーボートが停泊し

ており、釣り桟橋では太公望たちが

大きな釣果を上げています。 

ほのぼのタイム 

１年生から６年生までの縦割り班で活動する

時間を定期的に設けており、学年を超えて仲

がよいのも石田っ子の特長です。 

文焉花壇（ぶんえんかだん） 

富山県花のまちづくりコンクール学校花壇

部門で８年連続「優秀賞」を受賞するな

ど、石田小学校を象徴する学校花壇です。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

石
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
執
行
部
を
中
心
と

す
る
五
つ
の
委
員
会
お
よ
び
事
務
局
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
（
浜
石

田
、
新
町
、
犬
山
、
岡
、
堀
切
、
立
野
）

に
は
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
各
町
内

会
と
連
携
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
や
独
自

の
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
も
各
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
選
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
児
童
ク
ラ
ブ
活
動
と
も

に
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
が
根

付
い
て
お
り
、
毎
年
行
っ
て
い
る
事
業
で

も
常
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り
よ
い
活
動

に
し
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。 ＰＴＡ広報紙 

委員会の一つである「広報委員

会」が制作を担当しています。県

のＰＴＡ広報紙コンクールでは３

年連続入賞しています。 



↑スマートフォンの方は 

こちらからどうぞ 

子
供
た
ち
の
笑
顔
を
守
り
た
い
！ 

～
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
～ 

小
学
校
入
学
に
あ
た
り
保
護
者
の
皆
様

が
気
に
な
る
の
は
、
や
は
り
登
下
校
時
の

交
通
安
全
に
つ
い
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 石

田
小
学
校
は
交
通
量
の
多
い
県
道
と

地
方
鉄
道
の
線
路
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に

建
っ
て
お
り
、
学
校
で
は
機
会
が
あ
る
た

び
に
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
ろ
う
」
と
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に

街
頭
指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
安
全
委
員

会
を
中
心
に
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
改
め

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。 

小学校入学前～小学２年生の歩行中の死傷者事故（月別） 

【出典：公益財団法人 交通事故総合分析センター】 

デ
ー
タ
で
見
る
事
故
傾
向 

全
国
の
小
学
生
の
交
通
事
故
デ
ー
タ
を

元
に
、
傾
向
を
分
析
し
ま
し
た
。 

・
小
学
一
年
生
の
登
下
校
時
、
特
に
下
校

時
の
交
通
事
故
が
多
い 

・
小
学
校
入
学
直
後
や
新
学
期
開
始
直
後

の
四
月
や
九
月
よ
り
、
五
～
七
月
、
十
～

十
一
月
に
交
通
事
故
が
多
い 

  

以
上
よ
り
、
小
学
一
年
生
を
重
点
的
に
、

年
間
を
通
し
て
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。 

石
田
地
区
の
危
険
箇
所 

 

全
校
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

通
学
路
に
お
い
て
危
険
な
箇
所
、
ど
の
よ

う
に
危
険
か
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
三
十
件
の
危
険
箇
所
が
抽
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
安
全
委
員
会
に
よ
り
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

石
田
地
区
の
危
険
箇
所
を
保
護
者
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
と
共
有
す
る
た
め
、

『
あ
ん
ぜ
んm

y

マ
ッ
プ
』
と
い
う
サ
イ
ト

に
登
録
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

あ

ん

ぜ

ん 

マ

ッ

プ 

my 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
今
後
も
次
の
よ
う
な
安

全
対
策
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

・
自
治
振
興
会
、
各
町
内
会
と
の
連
携 

・
危
険
箇
所
へ
の
安
全
標
識
の
設
置 

・
新
入
学
生
と
そ
の
保
護
者
に
向
け
た

資
料
の
配
布
（
今
回
の
資
料
） 

・
地
域
の
皆
様
へ
、
広
報
紙
を
通
し
て

「
な
が
ら
見
守
り
（
犬
の
散
歩
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
畑
仕
事
な
ど
を
し
な

が
ら
児
童
の
様
子
を
気
に
か
け
て
い
た

だ
く
見
守
り
）
」
の
継
続
的
な
依
頼 

  

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

あんぜんmyマップでの表示イメージ 

パソコン版アドレス 

https://www-511.aig.co.jp/p/anzenmap/ 

https://www-511.aig.co.jp/p/anzenmap


１、２年生対象の交通安全教室 石田地区防犯パトロール隊の皆様との対面式 

広報『いしだ』184号（2019年7月発行）特集記事 

安 全 へ の 取 り 組 み 

ＰＴＡ防犯パトロール 通称“青パト” 防犯パトロール隊の皆様による付き添い下校 

※この資料は、令和２年１１月２８日開催「第８回富山県ＰＴＡ会員大会」にて石田小学校ＰＴＡが研究指定校として発表した資料を元

に作成しました。 


